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背景 

• FOSSは様々なライセンスの下でユーザーに利用
可能となっている 

 

• しかし法的な変更などで、ライセンス記述をアッ
プデートする必要がある 

 

• このアップデートは後にシステムを再利用する
際に、問題が起きる可能性がある 
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目的 

 

 

• ライセンスアップデートの分析 

–開発者がどのようにしてライセンス記述を更新す
るのか 

–いつ、どのように変化するのかを知りたい 
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RQ 

1. どの程度の頻度でライセンス記述は変更さ
れるのか？ 

 

2. どの程度の範囲でライセンス記述は変更さ
れているのか？ 

 

3. 著作年の変更はライセンス記述にどのよう
な影響を与えているか？ 

2016/8/9 4 



アプローチ 

 

• ライセンスアップデートを自動的に追跡する
手法を提案し、六つの異なるFOSSライセンス
のアップデートを調査 

 

• 対象FOSS 

– ArgoUML, Eclipse-JDT, FreeBSD , OpenBSD kernels, 
Mozilla, Samba. 
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対象FOSS 
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六つのシステムを選ぶ理由 

• 長いリビジョンを持っているFOSSということ 

 

• ライセンス変更の関連性と範囲の証明のた
めに異なったシステムを調査している 

 

• 大きなシステムなので、それによって様々な
ライセンス変化を観察できる 
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分析ステップ１ 

• ライセンス記述抽出 

–一般的に最初にコメント文として記述されている
のがライセンス記述なので最初のコメント文を抽
出する 

 

• ライセンス変化確認 

– Information Retrieval Vector Space Modelsを用い

てタグづけを行い、コサイン類似性を確認して変
化を確認する 
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分析ステップ２ 

• ライセンス分類 

 

– Fossologyというライセンス分類ツールを使
用する、分類は最初のリビジョンから開始 

 

–二つ続いてコサイン類似性が0.99未満の
場合に改めてライセンス分類を行う 
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分析ステップ３ 

 

 

• 著作権年の変化の確認 

– 2桁または4桁の数列を抽出し、今回の年の範囲
である1990~2009とあっているか確認する 
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RQ1 

 

 

 

• どの程度の頻度でライセンス記述は変更され
るのか？ 
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RQ1 : 結果 
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RQ1 : 結果 
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RQ1 : 補足 

• 図aは全ての変更の頻度の図です 

 

• 図ｂは一つ前のリビジョンの類似性が0.99以

下の場合の変化のみを考慮した場合のこと 
（つまり大きな変化の頻度です） 
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RQ1 : 結果 

• FOSS毎によって変化傾向は異なっている 

 

• OpenBSD,ArgoUMLが他のライセンスよりも大
きな変化傾向がある 

 

• 大きな変化はあまり起きない 
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RQ2 

 

 

 

• どの程度の範囲でライセンス記述は変更され
るのか？ 
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RQ2 : 結果 
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RQ2 : 結果  

• ArgoUML 
– 特に変化なし 

 

• EclipseJDT 
– 最初はライセンスを備えておらずCPL-ｖ0.5からCPL-

v1.0に更新されて、最後にEPL-v1.0になった 
 

• FreeBSD 
– 様々なライセンスが使われているがとくにBSDがよく
利用されている、FreeBSD自体はBSD-clauses2の条件
の元に利用できる 
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RQ2 : 結果 

• OpenBSD 

– FreeBSDの派生なのでFreeBSDと似ている違いと
してはFreeBSDよりもBSD-clauses3の傾向がある 

 

• Mozilla 

– NPLからGPL-v2、MPL-v1.0の二つに分離していっ
た、バグによって一度GPLからNPLに戻るという自
体が起きていたがすぐに修正された 
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RQ2 : 結果 

• Samba 

–特に変化はなくGPL-ｖ2のもとで利用されていた 
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RQ3 

 

 

 

• 著作年の変更はライセンス記述にどのような
影響を与えているか？ 
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RQ3 : 結果 
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RQ3 : 結果 
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RQ3 : 結果 
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RQ3 : 結果 

• 表６の図の意味が正しく読み取れてません 

 

• 表６を説明している文書は論文の８枚目の
table6～の英文です 

 

• Mann-Whitneyの両側検定のp値を用いてい
る 
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RQ3 : 結果 

 

• ライセンス記述の著作年が更新されたファイ
ルは更新されていないファイルに比べて多く
の頻度で変更が行われている 
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まとめ 

• ライセンスアップデートについて6つのFOSSを
対象に調査を行った 

 

• ライセンスの変化頻度はFOSSによって異なっ
ている 

 

• ライセンスの著作年が更新されたファイルは
変化が起きやすい 
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